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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定軸方向に延びる第１筒状部材と、
　前記第１筒状部材の内周面に沿って、前記所定軸方向にスライドする第２筒状部材と、
　前記第２筒状部材の内周面に沿って、前記所定軸方向にスライドする軸部材と、
　前記軸部材に固定され、当該軸部材の前記第２筒状部材に対するスライドにより前記所
定軸方向にガイドされる、第１光学部材を保持する第１保持部材と、
　前記第２筒状部材に固定され、前記第２筒状部材の前記第１筒状部材に対するスライド
により前記所定軸方向にガイドされる、第２光学部材を保持する第２保持部材と、を備え
、
　前記第２保持部材は、前記所定軸方向において、前記第１保持部材と前記第１筒状部材
との間に設けられているレンズ鏡筒。
【請求項２】
　前記所定軸方向に延び、前記第１保持部材及び前記第２保持部材のそれぞれに接触され
、前記第１保持部材及び前記第２保持部材の前記所定軸回り方向の移動動作を規制する規
制部材を更に備える請求項１に記載のレンズ鏡筒。
【請求項３】
　前記第１筒状部材が固定される基準部材を更に備える請求項２に記載のレンズ鏡筒。
【請求項４】
　前記規制部材は、前記所定軸方向に延びる棒形状を有し、前記第１保持部材、前記第２
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保持部材及び前記基準部材のいずれか１つに固定されていることを特徴とする請求項３に
記載のレンズ鏡筒。
【請求項５】
　前記基準部材は、前記所定軸方向に延びる延伸部材を有し、
　前記第１筒状部材及び前記延伸部材のいずれか一方を用いて前記所定軸方向にガイドさ
れ、前記第１筒状部材及び前記延伸部材のいずれか他方に接触することで、前記所定軸回
り方向の移動動作が規制される、第３光学部材を保持する第３保持部材を更に備える請求
項４に記載のレンズ鏡筒。
【請求項６】
　前記延伸部材は、筒形状を有し、
　前記規制部材は、軸状であり、前記第１保持部材及び前記第２保持部材のいずれかに固
定され、前記延伸部材の内部に挿入されていることを特徴とする請求項５に記載のレンズ
鏡筒。
【請求項７】
　前記規制部材と、前記延伸部材の内周面の一部とが接触することで、前記第１保持部材
及び前記第２保持部材の前記基準部材に対する前記所定軸回り方向の移動動作が規制され
ていることを特徴とする請求項５に記載のレンズ鏡筒。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか一項に記載のレンズ鏡筒と、
　前記レンズ鏡筒により結ばれた画像を撮像する撮像部と、を備える撮像装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、レンズ鏡筒及び撮像装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、カメラに取り付けられるレンズ鏡筒は、カメラに装着された状態で、カメラに対
して固定される固定筒と、その固定筒に対して回転するカム筒と、そのカム筒の回転によ
り光軸方向に移動する複数のレンズ群を備えている（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０００－８９０８６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　このようなレンズ鏡筒は、光学性能を確保するために、設計上において種々の制約があ
る。また、当該制約下で光学性能を確保するためには、レンズ鏡筒内の構造は、簡素化さ
れているほうが良い。
【０００５】
　そこで本発明は上記の課題に鑑みてなされたものであり、構造の簡素化が図られたレン
ズ鏡筒及び撮像装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　レンズ鏡筒は、所定軸方向に延びる第１筒状部材と、前記第１筒状部材の内周面に沿っ
て、前記所定軸方向にスライドする第２筒状部材と、前記第２筒状部材の内周面に沿って
、前記所定軸方向にスライドする軸部材と、前記軸部材に固定され、当該軸部材の前記第
２筒状部材に対するスライドにより前記所定軸方向にガイドされる、第１光学部材を保持
する第１保持部材と、前記第２筒状部材に固定され、前記第２筒状部材の前記第１筒状部
材に対するスライドにより前記所定軸方向にガイドされる、第２光学部材を保持する第２
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保持部材と、を備え、前記第２保持部材は、前記所定軸方向において、前記第１保持部材
と前記第１筒状部材との間に設けられる構成とした。
【０００９】
　撮像装置は、前記レンズ鏡筒と、前記レンズ鏡筒により結ばれた画像を撮像する撮像部
と、を備える構成とした。
【００１０】
　なお、本発明をわかりやすく説明するために、上記においては一実施形態を表す図面の
符号に対応つけて説明したが、本発明は、これに限定されるものではなく、後述の実施形
態の構成を適宜改良しても良く、また、少なくとも一部を他の構成物に代替させても良い
。更に、その配置について特に限定のない構成要件は、実施形態で開示した配置に限らず
、その機能を達成できる位置に配置することができる。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明のレンズ鏡筒及び撮像装置は、構造を簡素化できるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】一実施形態に係るカメラの構成を示す図である。
【図２】レンズ鏡筒（広角端にある状態）を示す断面図である。
【図３】レンズ鏡筒（望遠端にある状態）を示す断面図である。
【図４】２群レンズ摺動筒、３群レンズ摺動筒及びそれらの近傍を取り出して示す図であ
る。
【図５】図５（ａ）は、図４のＡ－Ａ線断面図であり、図５（ｂ）は、図４のＢ－Ｂ線断
面図である
【図６】４，６群レンズ摺動筒、５群レンズ摺動筒及びその近傍を取り出して示す図であ
る。
【図７】図４から２群レンズ摺動筒、３群レンズ摺動筒が前側に移動した状態を示す図で
ある。
【図８】図８（ａ）は、変形例１を説明するための図であり、図８（ｂ）は、図８（ａ）
のＣ－Ｃ線断面図である。
【図９】図９（ａ）は、変形例２を説明するための図であり、図９（ｂ）は、図９（ａ）
のＤ－Ｄ線断面図である。
【図１０】図１０（ａ）は、変形例３を説明するための図であり、図１０（ｂ）は、変形
例４を説明するための図である。
【図１１】変形例５を説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、一実施形態に係るカメラ及び当該カメラが具備するレンズ鏡筒について、図１～
図７に基づいて詳細に説明する。
【００１４】
　図１には、本実施形態に係るカメラ５００が模式的に示されている。図１に示すように
カメラ５００は、撮像部２００と、レンズ鏡筒１００と、を備える。
【００１５】
　撮像部２００は、筐体２１０と、筐体２１０内に収容された主鏡２１２、ペンタプリズ
ム２１４、接眼光学系２１６を含む光学系と、焦点検出装置２３０と、シャッタ２３４と
、撮像素子２３８と、メインＬＣＤ２４０と、主制御部２５０と、を有する。
【００１６】
　主鏡２１２は、図１の状態では、レンズ鏡筒１００から入射した入射光の大半を上方に
配置されたフォーカシングスクリーン２２２に導く。フォーカシングスクリーン２２２は
、レンズ鏡筒１００内の光学系の合焦位置に配置され、レンズ鏡筒１００内の光学系によ
り形成された画像を結像させる。
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【００１７】
　ペンタプリズム２１４は、フォーカシングスクリーン２２２に結像された画像を、反射
した後、ハーフミラー２２４を介して、接眼光学系２１６まで導く。これにより、接眼光
学系２１６では、フォーカシングスクリーン２２２上の映像を正像として観察することが
できる。この場合、ハーフミラー２２４は、ファインダＬＣＤ２２６に形成された撮影条
件や設定条件等を示す表示画像をフォーカシングスクリーン２２２の映像に重畳させる。
したがって、接眼光学系２１６の出射端においては、フォーカシングスクリーン２２２の
映像とファインダＬＣＤ２２６の画像とが重ね合わせられた状態を観察することができる
。なお、ペンタプリズム２１４の出射光の一部は、測光部２２８に導かれ、当該測光部２
２８にて、入射光の強度及びその分布等が測定される。
【００１８】
　焦点検出装置２３０は、主鏡２１２を透過し、かつ主鏡２１２の裏面側に設けられた副
鏡２３２にて反射された光を用いて、レンズ鏡筒１００内の光学系の焦点調整状態（ピン
ト状態）を検出する。なお、主鏡２１２及び副鏡２３２は、撮影の際には、レンズ鏡筒１
００から入射する入射光の光路から退避するように、図１に破線にて示す位置まで上昇す
る。
【００１９】
　シャッタ２３４は、主鏡２１２後方（レンズ鏡筒１００から入射する入射光の光路後方
）に配置され、撮影の際には、主鏡２１２及び副鏡２３２の上昇動作と連動して、開放動
作を行う。シャッタ２３４が開放された状態では、光学フィルタ２３６を介して撮像素子
２３８にレンズ鏡筒１００からの入射光が入射する。撮像素子２３８は、入射光が形成す
る画像を電気信号に変換する。
【００２０】
　メインＬＣＤ２４０は、その表示画面部分が筐体２１０の外部に露出した状態となって
いる。このメインＬＣＤ２４０の表示画面上には、撮像素子２３８上に形成された映像（
撮影された映像）のほか、撮像部２００における各種設定情報などが表示される。
【００２１】
　主制御部２５０は、上記各部の種々動作を統括的に制御する。また、主制御部２５０は
、撮像部２００内の焦点検出装置２３０が検出した光学系の焦点調整状態の情報を参照し
て、レンズ鏡筒１００内の光学系（レンズＬ１～Ｌ６）を駆動したり（オートフォーカス
）、レンズ鏡筒１００内の光学系の動作量を参照して、合焦していることをファインダＬ
ＣＤ２２６に表示したりする（フォーカスエイド）。
【００２２】
　次に、レンズ鏡筒１００の構成について、図２～図７に基づいて詳細に説明する。
【００２３】
　図２、図３には、レンズ鏡筒１００の断面図が示されている。これらのうち、図２は、
レンズ鏡筒１００が広角端にある状態を示し、図３は、レンズ鏡筒１００が、望遠端まで
ズームされた状態を示す。これら図２、図３に示すように、レンズ鏡筒１００は、共通の
光軸ＡＸ上に配列された１群レンズＬ１、２群レンズＬ２、３群レンズＬ３、４群レンズ
Ｌ４、５群レンズＬ５、６群レンズＬ６を有する。なお、以下においては、光軸ＡＸ方向
の１群レンズＬ１側（対物側）を前側、６群レンズＬ６側（像側）を後側として説明する
。
【００２４】
　レンズ鏡筒１００は、図２、図３に示すように、固定筒１０と、１群レンズＬ１を保持
する１群レンズ摺動筒１１と、２群レンズＬ２を保持する２群レンズ摺動筒１２と、３群
レンズＬ３を保持する３群レンズ摺動筒１３と、４群レンズＬ４及び６群レンズＬ６を保
持する４，６群レンズ摺動筒１４と、５群レンズＬ５を保持する５群レンズ摺動筒１５と
、を備える。
【００２５】
　固定筒１０は、基部１０ａにおいて、撮像部２００に固定される。この固定状態では、
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固定筒１０の撮像部２００側の端面１０ｂが撮像部２００（図１の筐体２１０）に密接す
ることにより、固定筒１０、すなわちレンズ鏡筒１００が撮像部２００に対して位置決め
される。固定筒１０は、その内部の上側部分（天井部分）近傍に設けられた一対の突起部
３３ａ，３３ｂにおいて、ガイドパイプ３６Ａを支持し、その内部の下側部分近傍に設け
られた一対の突起部３３ｃ，３３ｄにおいて、ガイドパイプ３６Ｂを支持する。これらガ
イドパイプ３６Ａ，３６Ｂは、レンズ鏡筒１００の光軸（ＡＸ）を基準として１８０度対
向する位置（光軸からの距離が略同一で、光軸を挟んで相対向する位置）に配置されてい
る。なお、ガイドパイプ３６Ａの内部には、ガイドパイプ３５Ａが挿入されている（ガイ
ドパイプの２重構造となっている）。ガイドパイプ３５Ａの外径は、ガイドパイプ３６Ａ
の内径とほぼ同一に設定されている。ここで、ほぼ同径とは、ガイドパイプ３５Ａのスラ
イドに支障が無い程度の隙間が、ガイドパイプ３６Ａとガイドパイプ３５Ａの間に形成さ
れる寸法を意味する。これにより、ガイドパイプ３５Ａは、ガイドパイプ３６Ａの内周面
に沿ったスライド移動が可能となっている。なお、ガイドパイプ３６Ａ，３６Ｂ及びガイ
ドパイプ３５Ａの材料としては、強度が高く、軽量な材料、ステンレスなどを採用するこ
とができる。
【００２６】
　１群レンズ摺動筒１１は、当該１群レンズ摺動筒１１の内側に設けられたズーム駆動筒
１６と連動可能に連結されている。具体的には、１群レンズ摺動筒１１に植設されたカム
ピン７５が、ズーム駆動筒１６に形成されたカム溝１６ａに係合した状態となっている。
【００２７】
　一方、ズーム駆動筒１６は、レンズ鏡筒１００の最外周において光軸ＡＸ回りの回転が
自在とされたズーム操作環１８と連動可能に連結されている。具体的には、ズーム駆動筒
１６から外側に突設された駆動力伝達ピン１９が、ズーム操作環１８の内面に形成された
光軸ＡＸに平行な操作溝１８ａに係合している。これにより、ズーム駆動筒１６は、ズー
ム操作環１８の回転に連動して回転する。ズーム操作環１８は、前後方向への移動ができ
ないようになっており、その外周面には滑り止めのゴム層が設けられている。ズーム操作
環１８は、変倍動作（ズーミング）の際に、ユーザによって回転されるものである。
【００２８】
　また、ズーム駆動筒１６は、その内側に設けられたズーム用案内筒２２に対して回転可
能とされている。ズーム用案内筒２２には、図２、図３の下半部に示すように、カム溝２
２ａが貫通形成され、このズーム用案内筒２２と、ズーム駆動筒１６に貫通形成された直
進溝１６ｂとには、固定筒１０の内側に設けられたカムリング２０に固定された回転連結
部材２１が係合している。
【００２９】
　上記構造によると、ズーム操作環１８が回転されると、駆動力伝達ピン１９の作用によ
りズーム駆動筒１６が回転し、その回転とカムピン７５の作用により、１群レンズ摺動筒
１１が前後方向（光軸ＡＸに沿った方向）に移動する。また、ズーム操作環１８の回転に
より、ズーム駆動筒１６が回転すると、この回転力が回転連結部材２１を介してカムリン
グ２０に伝達するため、カムリング２０は回転しながら前後方向に移動する。なお、ズー
ム用案内筒２２は、回転せずに前後方向に移動する。
【００３０】
　なお、ズーム操作環１８と１群レンズ摺動筒１１との間には、カバー筒１７が設けられ
ている。このカバー筒１７は、図２、図３に示すように、１群レンズ摺動筒１１に連れ従
って前後方向に移動して、ズーム操作環１８と１群レンズ摺動筒１１との間を封止し、レ
ンズ鏡筒１００内への塵埃の浸入を防止するためのものである。
【００３１】
　図４は、２群レンズ摺動筒１２、３群レンズ摺動筒１３及びそれらの近傍を取り出して
示す図である。図４に示すように、２群レンズ摺動筒１２は、２群レンズＬ２を保持する
保持筒２４と、保持筒２４に固定された押さえ環２６と、保持筒２４の外周を取り囲む状
態で設けられた係合筒２８と、を有する。保持筒２４と押さえ環２６とは、ネジ止め等に
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より固定され、２群レンズＬ２の外縁部を挟持する。
【００３２】
　係合筒２８は、２本のガイドバー３０Ａ、３０Ｂを片持ち支持する。これら２本のガイ
ドバー３０Ａ、３０Ｂは、光軸ＡＸを挟んで上下対称な位置（１８０°対向する位置）に
配置されている。
【００３３】
　ガイドバー３０Ａは、図４に示すように、ガイドパイプ３６Ａに挿入されたガイドパイ
プ３５Ａに対し、スライド可能に挿入された円柱状部材である。ガイドパイプ３５Ａの内
径とガイドバー３０Ａの外径はほぼ同一に設定されている。ここで、ほぼ同径とは、ガイ
ドバー３０Ａのスライドに支障が無い程度の隙間が、ガイドパイプ３５Ａとガイドバー３
０Ａの間に形成される寸法を意味する。なお、ガイドバー３０Ａとガイドパイプ３５Ａと
の間は、面接触して無くても良く、ガイドパイプ３６Ａの一端部近傍と他端部近傍の２点
で点接触しているのみでも良い。
【００３４】
　ガイドバー３０Ｂは、図４に示すように、突起部３３ｃに貫通形成された長円孔４３を
介して、ガイドパイプ３６Ｂに挿入された状態とされた円柱状部材である。図５（ａ）に
は、図４のＡ－Ａ線断面図が示されている。この図５（ａ）に示すように、ガイドバー３
０Ｂの断面の直径は、長円孔４３の幅（図５（ａ）の紙面横方向の幅）と略同一、すなわ
ち、ガイドバー３０Ｂのスライドに支障が無い程度の寸法に設定されている。２群レンズ
摺動筒１２のガイドバー３０Ａを中心とした回転方向の動きは、ガイドバー３０Ｂと長円
孔４３の内周面との接触により規制されている。なお、図５（ａ）に示すように、ガイド
パイプ３６Ｂの内径は、ガイドバー３０Ｂよりも大きく設定され、ガイドバー３０Ｂとの
間に隙間が確保されている（ガイドバー３０Ｂとガイドパイプ３６Ｂは非接触となってい
る）。
【００３５】
　ガイドバー３０Ａ，３０Ｂの材料としては、ガイドパイプ３６Ａ，３６Ｂ，３５Ａと同
様、強度が高く、軽量な材料、例えばステンレスなどを採用することができる。また、ガ
イドバー３０Ａ，３０Ｂは、係合筒２８に対して、接着又は圧入などの処理を経て固定さ
れている。
【００３６】
　係合筒２８の外周面の一部には、図４に示すように、突起状のフォロワ２８ａが形成さ
れている。フォロワ２８ａは、図２に示すように、係合筒２８の外側に設けられた連動リ
ング３２の周溝３２ｃと係合している。なお、フォロワ２８ａは、ガイドバー３０Ａの近
傍、すなわち、ガイドバー３０Ａの中心軸を延長した延長軸の近傍に配置されている。
【００３７】
　周溝３２ｃが形成されている連動リング３２には、更に、連動溝３２ａと、カムフォロ
ワ３２ｂとが形成されている。連動溝３２ａには、略Ｌ字状の形状を有する連動キー３４
の一端部が係合している。この連動キー３４は、固定筒１０の外周部に設けられたピント
リング３７に接続されており、ピントリング３７の光軸ＡＸ回りの回転に伴って、光軸Ａ
Ｘを中心とした回転方向に移動する。このように、連動キー３４が光軸ＡＸを中心とした
回転方向に移動すると、連動リング３２が光軸ＡＸ回りに回転する。また、連動キー３４
は、固定筒１０のモータ室１０ｃ内に設けられたモータ３８にも接続されている。したが
って、連動リング３２は、モータ３８の回転動作に伴う連動キー３４の光軸ＡＸを中心と
した回転方向への移動によっても、光軸ＡＸ回りに回転する。
【００３８】
　カムフォロワ３２ｂは、カムリング２０に形成されたカム溝２０ｂに係合している。し
たがって、連動リング３２が回転した場合には、連動リング３２及びこれに連結されてい
る部材（２群レンズ摺動筒１２、ガイドバー３０Ａ、３０Ｂ、２群レンズＬ２）が、カム
溝２０ｂとカムフォロワ３２ｂの作用により、前後方向に移動するようになっている。こ
の前後方向の移動において、連動リング３２は、光軸ＡＸ回りに回転しながら前後方向に
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移動する。ただし、ガイドバー３０Ａの移動方向は、ガイドパイプ３５Ａ、３６Ａにより
前後方向のみとされているので、ガイドバー３０Ａに接続されている２群レンズ摺動筒１
２及び２群レンズＬ２は、光軸回り方向に回転することなく前後方向に移動する。なお、
カムフォロワ３２ｂは、ガイドバー３０Ａの近傍、すなわち、ガイドバー３０Ａの中心軸
を延長した延長軸の近傍に配置されている。
【００３９】
　３群レンズ摺動筒１３は、図４に示すように、円形孔１３ａと、長円孔１３ｂと、を有
する。
【００４０】
　円形孔１３ａは、その内径が、ガイドパイプ３５Ａの外径と同一となっている。３群レ
ンズ摺動筒１３は、円形孔１３ａにガイドパイプ３５Ａを挿通させた状態で、ガイドパイ
プ３５Ａを保持している。この場合、ガイドパイプ３５Ａは、３群レンズ摺動筒１３に対
して、接着又は圧入などの処理を経て固定されている。
【００４１】
　長円孔１３ｂは、図４のＢ－Ｂ線断面図である図５（ｂ）に示すように、長円形の形状
を有している。長円孔１３ｂの幅（図５（ｂ）の紙面横方向の幅）は、ガイドバー３０Ｂ
の直径と略同一、すなわち、３群レンズ摺動筒１３のスライドに支障が無い程度の寸法に
設定されている。３群レンズ摺動筒１３のガイドパイプ３５Ａを中心とした回転方向の動
きは、ガイドバー３０Ｂと長円孔１３ｂの内周面との接触により、規制されている。なお
、長円孔１３ｂに代えて、３群レンズ摺動筒１３に、長円孔１３ｂと同様の機能を有する
断面Ｕ字状の溝を形成することとしてもよい。
【００４２】
　また、３群レンズ摺動筒１３の円形孔１３ａ近傍には、図２に示すように、カムフォロ
ワ１３ｃが設けられている。カムフォロワ１３ｃは、カムリング２０に形成されたカム溝
２０ｄに係合している。したがって、カムリング２０が回転した場合には、カム溝２０ｄ
とカムフォロワ１３ｃとの作用により、３群レンズ摺動筒１３が前後方向に移動するよう
になっている。この前後方向の移動において、ガイドパイプ３５Ａの移動方向は、ガイド
パイプ３６Ｂにより前後方向のみとされているので、ガイドパイプ３５Ａに接続されてい
る３群レンズ摺動筒１３及び３群レンズＬ３は、回転することなく前後方向に移動する。
【００４３】
　図６は、４，６群レンズ摺動筒１４、５群レンズ摺動筒１５及びその近傍を取り出して
示す図である。図６に示すように、４，６群レンズ摺動筒１４は、３群レンズＬ４と６群
レンズＬ６とを光軸ＡＸ方向に所定間隔あけた状態で保持する。５群レンズ摺動筒１５は
、４群レンズＬ４と６群レンズＬ６との間で、５群レンズＬ５を保持する。
【００４４】
　４，６群レンズ摺動筒１４は、ガイドパイプ３６Ａに係合する２つの係合部１４ａ，１
４ｂと、ガイドパイプ３６Ｂに係合する１つの係合部１４ｃと、を有する。また、５群レ
ンズ摺動筒１５は、ガイドパイプ３６Ａに係合する２つの係合部１５ａ，１５ｂと、ガイ
ドパイプ３６Ｂに係合する１つの係合部１５ｃと、を有する。
【００４５】
　係合部１４ａ，１４ｂ、１５ａ，１５ｂは、円形の貫通孔を有している。この貫通孔は
、ガイドパイプ３６Ａとほぼ同径であり、４，６群レンズ摺動筒１４及び５群レンズ摺動
筒１５は、貫通孔にガイドパイプ３６Ａが挿入された状態で、ガイドパイプ３６Ａにより
前後方向にガイドされる。ここで、ほぼ同径とは、４，６群レンズ摺動筒１４及び５群レ
ンズ摺動筒１５のスライドに支障が無い程度の隙間が、ガイドパイプ３６Ａと貫通孔の間
に形成される寸法を意味する。ガイドパイプ３６Ａは、４，６群レンズ摺動筒１４及び５
群レンズ摺動筒１５の全自重～全自重の１／２（レンズ鏡筒１００の姿勢によって異なる
）を支持する。一方、係合部１４ｃ、１５ｃは、Ｕ字溝を有する。Ｕ字溝の幅は、ガイド
パイプ３６Ｂの直径と略同一、すなわち、４，６群レンズ摺動筒１４及び５群レンズ摺動
筒１５のスライドに支障が無い程度の寸法に設定されている。４，６群レンズ摺動筒１４
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及び５群レンズ摺動筒１５のガイドパイプ３６Ａを中心とした回転方向の動きは、ガイド
パイプ３６Ｂと係合部１４ｃ，１５ｃとの接触により、規制されている。なお、係合部１
４ｃ，１５ｃには、Ｕ字溝に代えて、Ｕ字溝と同様の機能を有する、径方向に長い長円孔
を形成してもよい。
【００４６】
　なお、４，６群レンズ摺動筒１４及び５群レンズ摺動筒１５は、カムリング２０の光軸
ＡＸ回りの回転動作に連動して、前後方向（光軸ＡＸ方向）に駆動されるものとする。
【００４７】
　次に、図２、図３等に基づいて、ズーム動作を行うとき（ズーミング）の各レンズＬ１
～Ｌ６の移動動作、及びピントを合わせるとき（フォーカシング）の各レンズＬ１～Ｌ６
の移動動作について説明する。
【００４８】
　まず、ズーミングのときの各レンズの移動動作について説明する。ここでは、レンズ鏡
筒１００が広角端にある状態（図２）から、望遠端にズームされるまで（図３）の動作に
ついて説明する。
【００４９】
　図２の状態から、ユーザによりズーム操作環１８が回転されると、ズーム駆動筒１６が
回転し、カム溝１６ａ及びカムピン７５を介して、１群レンズ摺動筒１１及び１群レンズ
Ｌ１が前方に直進する。また、ズーム操作環１８が回転されると、前述したように回転連
結部材２１等を介してカムリング２０が回転される。この回転に伴い、連動リング３２に
もカムフォロワ３２ｂを介して、回転力と前方向の移動力とが作用するが、連動リング３
２は、連動溝３２ａと係合する連動キー３４（固定状態）により、前後方向にのみガイド
されているので、回転することなく前側に直進する。また、この連動リング３２の直進に
伴って、連動リング３２に係合する係合筒２８（すなわち２群レンズ摺動筒１２）、及び
２群レンズＬ２が前方向に移動する。更に、カムリング２０に係合する３群レンズ摺動筒
１３及び３群レンズＬ３が前方向に移動する。
【００５０】
　更に、カムリング２０の回転は、４，６群レンズ摺動筒１４及び５群レンズ摺動筒１５
（４～６群レンズＬ４～Ｌ６）も前方向に移動させる。
【００５１】
　このように、ズーミングのときには、ズーム操作環１８の回転動作に伴って、１～６群
レンズＬ１～Ｌ６のそれぞれが前方向に、別々の距離（ただし、レンズＬ４とＬ６は同一
距離）だけ移動するようになっている。
【００５２】
　図７には、上記ズーミングにより、図４の状態から２群レンズ摺動筒１２及び３群レン
ズ摺動筒１３が前方向に移動した状態が示されている。図７に示すように、２群レンズ摺
動筒１２及び３群レンズ摺動筒１３が前方向に移動しても、ガイドバー３０Ｂは、突起部
３３ｃ（長円孔４３）及び３群レンズ摺動筒１３（長円孔１３ｂ）に接触した状態を維持
し続ける。また、ガイドバー３０Ａは、ガイドパイプ３５Ａに対する挿入状態を維持し続
け、ガイドパイプ３５Ａは、ガイドパイプ３６Ａに対する挿入状態を維持し続ける。
【００５３】
　次に、フォーカシングのときの各レンズの移動動作について説明する。
【００５４】
　まず、ピントリング３７がユーザにより回転されるか、あるいはモータ３８が回転駆動
されることにより、連動キー３４が光軸ＡＸを中心とする回転方向に移動すると、前述し
たように、連動キー３４に係合する連動リング３２が光軸ＡＸ回りに回転する。この回転
により、連動リング３２は、カムフォロワ３２ｂをカムリング２０のカム溝２０ｂに沿わ
せて、前方向にも移動する。そして、この連動リング３２の回転方向及び前方向の移動に
より、連動リング３２の周溝３２ｃに係合したフォロワ２８ａを有する係合筒２８（すな
わち２群レンズ摺動筒１２）及び２群レンズＬ２も前方向に移動することになる。ここで
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、カムフォロワ３２ｂ及びフォロワ２８ａは、ガイドバー３０Ａの近傍に配置されている
ので、連動リング３２及び係合筒２８に対して光軸ＡＸ方向の駆動力を効率的に作用させ
ることができる。
【００５５】
　一方、カムリング２０は、無回転の固定状態にあるため、１群レンズＬ１及び３～６群
レンズＬ３～Ｌ６は前（後）方向に移動しない。
【００５６】
　このように、フォーカシングのときには、連動キー３４の回転動作に伴って、２群レン
ズＬ２のみが前（後）方向に移動するようになっている。
【００５７】
　なお、フォーカシング時のモータ３８の回転は、図１の主制御部２５０が、焦点検出装
置２３０の検出結果に基づいて制御する。すなわち、主制御部２５０によるモータ３８の
回転制御により、オートフォーカスが実行される。なお、レンズ鏡筒１００と、撮像部２
００との間は、レンズ鏡筒１００と撮像部２００との間に設けられる接続端子により電気
的に接続されており、これにより、レンズ鏡筒１００（例えばモータ３８など）に、撮像
部２００側から電力が供給されるようになっている。
【００５８】
　以上、詳細に説明したように、本実施形態によると、ガイドパイプ３５Ａが、固定筒１
０に固定されたガイドパイプ３６Ａの内周面に沿って光軸ＡＸ方向にスライドするように
なっており、ガイドバー３０Ａが、ガイドパイプ３５Ａの内周面に沿って、光軸ＡＸ方向
にスライドするようになっている。そして、ガイドバー３０Ａには、２群レンズＬ２を保
持する２群レンズ摺動筒１２が固定され、ガイドバー３０Ａのスライドにより光軸方向に
ガイドされ、ガイドパイプ３５Ａには、３群レンズＬ３を保持する３群レンズ摺動筒１３
が固定され、ガイドバー３０Ａのスライドにより光軸方向にガイドされるようになってい
る。このように、本実施形態では、２重構造のガイドパイプ３５Ａ，３６Ａと、ガイドバ
ー３０Ａとにより、２群レンズ摺動筒１２、３群レンズ摺動筒１３を別々にガイドするこ
とができるので、レンズ鏡筒１００内の構造の簡素化を図ることが可能である。これによ
り、レンズ鏡筒１００内のスペース効率を向上することができ、レンズ鏡筒１００の小型
化を図る（径大化を抑制する）ことができる。また、レンズ鏡筒１００を小型化すること
で、カメラ５００全体の小型化を図ることもできる。
【００５９】
　また、本実施形態では、光軸ＡＸ方向に延びるガイドバー３０Ｂが、２群レンズ摺動筒
１２に固定されるとともに、３群レンズ摺動筒１３及び固定筒１０に接触することで、２
群レンズ摺動筒１２及び３群レンズ摺動筒１３の固定筒１０に対する光軸ＡＸ回り方向の
移動動作（回転動作）を規制している。これにより、１本のガイドバー３０Ｂで、２つの
レンズ摺動筒１２、１３の回転動作を規制することができるので、この点からも、レンズ
鏡筒１００内の構造の簡素化及びスペース効率の向上を図ることができる。
【００６０】
　また、本実施形態では、固定筒１０が光軸ＡＸ方向に延びるガイドパイプ３６Ｂを保持
しており、４，６群レンズ摺動筒１４及び５群レンズ摺動筒１５は、ガイドパイプ３６Ａ
により光軸方向にガイドされるとともに、ガイドパイプ３６Ｂに接触することで光軸回り
方向の移動動作（回転動作）が規制されている。これにより、４，６群レンズ摺動筒１４
及び５群レンズ摺動筒１５は、ガイドバー３０Ａ，３０Ｂ、ガイドパイプ３５Ａとは非接
触な状態で前後方向にガイドされる。したがって、２群レンズ摺動筒１２や３群レンズ摺
動筒１３の移動を、４，６群レンズ摺動筒１４及び５群レンズ摺動筒１５が妨げることが
ない。これにより、２群レンズ摺動筒１２、３群レンズ摺動筒１３を移動させるのに必要
な力を低減することができるので、モータ３８の負担又はピントリング３７を回転するユ
ーザの負担を軽減することができる。
【００６１】
　また、本実施形態では、ガイドパイプ３６Ｂの内部にガイドバー３０Ｂが挿入されてい
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るので、ガイドパイプ３６Ｂとガイドバー３０Ｂとの機械的な干渉を回避することができ
るとともに、ガイドパイプ３６Ｂとガイドバー３０Ｂとを別々に設ける場合と比較して、
レンズ鏡筒１００内の構造の簡素化及びスペース効率の向上を図ることができる。
【００６２】
　また、本実施形態では、４，６群レンズ摺動筒１４及び５群レンズ摺動筒１５の全自重
～全自重の１／２（レンズ鏡筒１００の姿勢により異なる）を２重構造のガイドパイプ３
５Ａ、３６Ａが支持する。このように、少なくとも４，６群レンズ摺動筒１４及び５群レ
ンズ摺動筒１５の全自重の１／２を、剛性が高く、変形が抑制されている側のガイドパイ
プ３５Ａ．３６Ａで支持することで、４～６群レンズＬ４～Ｌ６の光軸ずれ等を抑制する
ことができる。
【００６３】
　また、本実施形態では、ガイドバー３０Ａ、ガイドパイプ３５Ａ，３５Ｂがほぼ同一の
長さを有していることから、ガイドパイプ３５Ａがガイドバー３０Ａをガイドする距離及
びガイドパイプ３６Ａがガイドパイプ３５Ａをガイドする距離を長くとることが可能であ
る。これにより、２群レンズ摺動筒１２及び３群レンズ摺動筒１３の移動長を長くするこ
とが可能である。また、本実施形態では、ガイドパイプ３５Ａ．３６Ａによる２重構造を
採用しているため、２群レンズ摺動筒１２の移動量は、ガイドバー３０Ａの長さに３群レ
ンズ摺動筒１３の移動量を加算した分となる。これにより、２群レンズ摺動筒１２の移動
量を大きくとることが可能となる。
【００６４】
　また、本実施形態では、ガイドパイプ３６Ａ，３６Ｂが、レンズ鏡筒１００の光軸ＡＸ
を基準として１８０度対向する位置に配置されているので、ガイドバー３０Ａ，３０Ｂの
距離を極力大きくとることができる。これにより、２群レンズ摺動筒１２、３群レンズ摺
動筒１３の光軸ＡＸ方向回りの回転をガイドバー３０Ｂで規制する際に必要な力を小さく
することができ、ひいては、ガイドバー３０Ｂにかかる力及び変形等を小さくすることが
できる。
【００６５】
　また、本実施形態では、ガイドバー３０Ｂをガイドバー３０Ａよりも短くすることがで
きるので、ガイドバー３０Ｂをガイドバー３０Ａと同一の長さとする場合と比べて、レン
ズ鏡筒１００の軽量化を図ることが可能となる。
【００６６】
　なお、上記実施形態では、２群レンズ摺動筒１２に固定されたガイドバー３０Ｂが、固
定筒１０の突起部３３ｃに形成された長円孔４３及び３群レンズ摺動筒１３の長円孔１３
ｂに接触することで、２群レンズ摺動筒１２及び３群レンズ摺動筒１３の回転動作が規制
される場合について説明した。しかしながら、これに限られるものではなく、図８～図１
１のような構成（変形例１～５）を採用することで２群レンズ摺動筒１２及び３群レンズ
摺動筒１３の回転動作を規制することとしてもよい。
【００６７】
　図８（ａ）、図８（ｂ）には、変形例１に係る構成が示されている。なお、図８（ｂ）
は、図８（ａ）のＣ－Ｃ線断面図である。変形例１では、ガイドパイプ３６Ｂの一部（前
側端部）に、長円孔７１ａが形成されたキャップ状部材７１を設けることとしている。こ
のようにしても、ガイドバー３０Ｂが、キャップ状部材７１（長円孔７１ａ）及び３群レ
ンズ摺動筒１３（長円孔１３ｂ）と接触し続けるので、上記実施形態と同様、２群レンズ
摺動筒１２及び３群レンズ摺動筒１３の回転動作を規制することが可能である。
【００６８】
　図９（ａ）、図９（ｂ）には、変形例２に係る構成が示されている。なお、図９（ｂ）
は、図９（ａ）のＤ－Ｄ線断面図である。変形例２では、上記実施形態のガイドパイプ３
６Ｂに代えて、全体が偏平な形状を有するガイドパイプ３６Ｂ’を採用している。このよ
うにしても、ガイドバー３０Ｂとガイドパイプ３６Ｂ’の内周面の一部とが接触し続ける
ので、上記実施形態と同様、２群レンズ摺動筒１２及び３群レンズ摺動筒１３の回転動作
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を規制することが可能である。なお、偏平な形状を有するガイドパイプ３６Ｂ’を採用し
ても、４，６群レンズ摺動筒１４と５群レンズ摺動筒１５の移動動作に問題が生じること
はない。
【００６９】
　図１０（ａ）には、変形例３に係る構成が示されている。変形例３では、ガイドバー３
０Ｂが固定筒１０の突起部３３ｃに固定されている。また、変形例３では、２群レンズ摺
動筒１２の係合筒２８にＵ字溝２８ｈを設けることとしている。この場合、２群レンズ摺
動筒１２が前後方向に移動する間、ガイドバー３０ＢはＵ字溝２８ｈに接触し続けるよう
になっている。このような変形例３を採用しても、上記実施形態と同様、２群レンズ摺動
筒１２及び３群レンズ摺動筒１３の回転動作を規制することが可能である。なお、係合筒
２８には、Ｕ字溝２８ｈに代えて、Ｕ字溝と同様の機能を有する長円孔を形成しても良い
。なお、図１０（ａ）では、ガイドパイプ３６Ｂを採用することとしているが、これに限
らず、図１０（ｂ）の変形例４のように、ガイドパイプ３６Ｂを棒状部材（ガイドバー）
３６Ｂ”に変更することとしてもよい。
【００７０】
　図１１には、変形例５に係る構成が示されている。変形例５では、ガイドバー３０Ｂが
３群レンズ摺動筒１３に固定（保持）されている。また、変形例５では、２群レンズ摺動
筒１２の係合筒２８にＵ字溝２８ｈを設けることとしている。この場合、２群レンズ摺動
筒１２及び３群レンズ摺動筒１３が前後方向に移動する間、ガイドバー３０Ｂは、Ｕ字溝
２８ｈ及び長円孔４３に接触し続けるようになっている。本変形例５を採用しても、上記
実施形態と同様、２群レンズ摺動筒１２及び３群レンズ摺動筒１３の回転動作を規制する
ことが可能である。
【００７１】
　なお、上記実施形態及び変形例１～５は、種々組み合わせることが可能である。
【００７２】
　なお、上記実施形態では、ガイドパイプが２重構造とされた場合について説明したが、
これに限らず、ガイドパイプを３重以上にしてもよい。この場合、各ガイドパイプにレン
ズ摺動筒を固定することが可能である。
【００７３】
　なお、上記実施形態では、ガイドバー３０Ｂとガイドパイプ３６Ｂとを同軸上に配置す
る場合について説明したが、これに限られるものではなく、ガイドバー３０Ｂとガイドパ
イプ３６Ｂとを異なる軸上に配置しても良い。この場合、ガイドパイプ３６Ｂに代えて、
棒状部材（図１０（ｂ）の符号「３６”」で示すような部材）を用いることとしてもよい
。
【００７４】
　なお、上記実施形態では、ズーミングの際に、１～６群レンズＬ１～Ｌ６のすべてが光
軸ＡＸ方向に移動し、フォーカシングの際には、２群レンズＬ２のみが光軸ＡＸ方向に移
動する場合（内焦式）について説明したが、これに限られるものではない。例えば、フォ
ーカシングの際に、２群レンズＬ２以外のレンズＬ１、Ｌ３～Ｌ６のいずれかが光軸ＡＸ
方向に移動するようにしても良い。このうち、フォーカシングを１群レンズＬ１の移動に
より実行する方式は、前玉繰り出し方式と呼ばれる。また、フォーカシングの際に、１～
６群レンズＬ１～Ｌ６のすべてのレンズ又はこれらのうちの複数のレンズが移動するよう
にしても良い。このうち、すべてのレンズが移動する方式は全体繰り出し方式と呼ばれる
。
【００７５】
　なお、上記実施形態では、ガイドパイプ３６Ａ，３６Ｂが、固定筒１０と別体で構成さ
れ、固定筒１０によりガイドパイプ３６Ａ，３６Ｂが支持されている場合について説明し
たがこれに限られるものではない。例えば、ガイドパイプ３６Ａ，３６Ｂと固定筒１０と
が一体成型されていても良い。
【００７６】



(12) JP 5929311 B2 2016.6.1

10

20

30

　また、上記実施形態では、４群レンズＬ４と６群レンズＬ６が、共通のレンズ摺動筒１
４により保持される場合について説明したが、これに限らず、４群レンズＬ４と６群レン
ズＬ６は、別々のレンズ摺動筒により保持されても良い。
【００７７】
　なお、上記実施形態のレンズの数やレンズ配置は一例である。すなわち、レンズ鏡筒と
しては、ガイドバー３０Ａに固定された一のレンズ摺動筒に保持されるレンズと、ガイド
バー３０Ｂに固定された他のレンズ摺動筒に保持されるレンズとを、少なくとも有してい
れば良い。
【００７８】
　また、上記実施形態では、光学部材としてレンズが採用された場合について説明したが
、これに限られるものではなく、ミラーや撮像素子などの光学部材を採用することも可能
である。
【００７９】
　上述した実施形態は本発明の好適な実施の例である。但し、これに限定されるものでは
なく、本発明の要旨を逸脱しない範囲内において種々変形実施可能である。
【符号の説明】
【００８０】
　　１０　固定筒
　　１２　２群レンズ摺動筒
　　１３　３群レンズ摺動筒
　　１４　４、６群レンズ摺動筒
　　１５　５群レンズ摺動筒
　　３０Ａ　ガイドバー
　　３０Ｂ　ガイドバー
　　３５Ａ　ガイドパイプ
　　３６Ａ　ガイドパイプ
　　３６Ｂ　ガイドパイプ
　　１００　レンズ鏡筒
　　２００　撮像部
　　５００　カメラ
　　Ｌ２～Ｌ６　２～６群レンズ
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